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１、はじめに

　ものづくり、特に精密機械加工におけるアナログ面の課題について述べる。また親父の老老介護についても触れる。

２、ものづくり　設計と製造
油圧システム、油圧バルブ、油圧ユニットと油圧機器等の設計に長年携わり、その中で製造・設計・生産技術・生産管理等が一緒に所属して開発・生産を展開するミニ事業にも長く所属しました。定年後は油圧バルブの加工・組立・試験も行なう製造メーカに技術顧問として勤務し、設計・製造の両面に係わりながら現在に至っています。

油圧バルブは精密加工技術が要求され、工作機械のＮＣ化・進歩の恩恵を受けています。デジタル面の進歩によりＮＣ加工機のボタンを押せば精度の良いものが出来上がるように見えますが、実際には加工品質を維持するのは大変で、条件設定や出来栄え測定検査に、大きな時間を必要としています。

工数を減らさないかん。上流工程である加工時に加工品質保証できるようにすべきと考えるが簡単ではない。加工すればバリ・カエリが生じる。治具や工具は磨耗劣化する。工具の切れ味も変化する。熱による膨張もある。またクランプ力や油圧力を加えれば加工部品はわずか変形する。この応力と歪の関係はσ＝ε･Ｅで表され、以前から変わらない問題である。これらの製造標準や製造者の判断にからむアナログ面の技術力を高めるには経験とノウハウを必要とし時間が掛かる。

次に組立の問題である。組立前には部品に付着した容易に目に見えない小さな異物をきれいに洗い流す必要がある。これを洗浄というが、確実で有効な手段がなく今後の洗浄技術向上に期待される。油圧バルブの油の流れる油路は、複雑に曲がっているので洗浄したように見えるが、異物を取りきるのは容易ではなく、経験とノウハウを必要とする。

製造においてアナログ面の製造技術力の蓄積と伝承がこれからも大きな課題であり、またこれを生かすには計画的な社員教育によるレベルアップが重要である。

３、老老介護

　今年のお正月、実家に帰省した。９０代半ばの親父の足腰が急に衰え、昨年は食生活を中心とした手助けであったが、今年はトイレの手助けが中心になった。室内のベッドの側にポータブルトイレを持ち込んでいる。

　足腰が弱り、トイレに座る。トイレする。中腰になりおしり拭き、おむつ交換、パジャマ持ち上げ、立上りの一連の行動がなかなか容易にできない。腰の痛みもあり１回のトイレに約１時間ほどかかるときもあり、トイレ介護も大変。

　最初は匂いが気になったが、現実の介護に向き合っているとすぐに苦にならなくなった。トイレの際に同じ部屋に居ると、無口な父が多弁になりこの時間が楽しい。家族のふれあいを感じる。介護保険制度や介護関係者に感謝の気持ちが込み上げる。

　普段は近くにいる弟夫婦に介護の世話になっている。弟の妻がよく介護してくれる。一度「よくしてくれるね。なぜ？」と聞いたことがある。その結果、「子供が小さかった頃、腰に痛みを持つ父が保育園・幼稚園に迎えに行ってもらい途中で公園で遊んでもらうなど色々助けてもらった。そのことを思えば何ともないです。」とのことだった。ここに家族愛・人間関係の互助を思う。
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